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ISSCR Guidelines for IVG Research

1. ヒト生殖細胞誘導研究

2. ヒト胚作成研究

3. ヒト生殖への利用

Category 1B: research that is reportable to the entity or body 
responsible for the specialized scientific and ethics oversight 
process, but not normally subject to further or ongoing review, at 
the discretion of the entity responsible for the oversight process 
and subject to regulations and policies in the jurisdiction.

Category 2: forms of research with embryos, certain chimeras, 
and stem cell-based embryo models that are permissible only 
after review and approval through a specialized scientific and 
ethics review process.

Category 3A: prohibited research due to unresolved safety and 
ethics concerns.



日本のヒト生殖細胞誘導研究規制の問題点：私見

ES細胞やiPS細胞から生殖細胞を誘導する研究は、体細胞誘導研究とは別に informed consent 
を得る必要がある（私の知る限りほぼ日本だけ。）

これまで日本で樹立されたすべてのES細胞、ほとんどのiPS細胞は体細胞誘導研究のみに関して
IC を取得されており、生殖細胞研究には使用できない。

私見としては、多能性幹細胞から誘導される卵子や精子に由来するヒト胚を、「人の生命の
萌芽」と位置づけ、その作成研究は、平成16年「ヒト胚の取り扱いに関する基本的考え方」
にて許容されている、2) 生殖補助医療の向上に資する研究（基礎的研究）のためのヒト受精
胚の新たな作成（作成したヒト受精胚自体を利用。研究後は廃棄。）、の研究に相当すると
考えられるので、研究機関の倫理委員会により研究の科学的妥当性を審査し、適切と判断さ
れる場合は許容する、という方向性をとるべきであると考えます。


